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平
成
19
年
度
第
２
回
理
事
会

新
春
賀
詞
交
換
会

　トピックス
　

本
会
は
１
月
18
日
、
千
葉
市
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
坂
戸
誠
一
会
長
よ
り
「
ア

メ
リ
カ
の
景
気
減
速
に
伴
い
舵
取
り
の

難
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
る
が
、

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
」。
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
議
事
に
入
り
、
①
平
成
19

年
度
事
業
進
捗
状
況
並
び
に
収
支
状
況
、

②
第
61
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会（
千

葉
大
会
）
の
開
催
、
③
そ
の
他
の
議
案

を
審
議
し
可
決
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
県
や
商
工
中
金
の
来
賓
を
お

招
き
し
て
賀
詞
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

自
由
民
主
党・公
明
党
は
、こ
の
程
「
平

成
20
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
を
取
り
ま

と
め
た
。

　

今
般
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
長
年

の
課
題
で
あ
っ
た
事
業
承
継
税
制
の
抜

本
拡
充
が
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業

承
継
の
最
大
の
支
障
の
一
つ
で
あ
る
中
小

企
業
経
営
者
の
相
続
税
負
担
の
問
題
が

一
掃
さ
れ
、
事
業
の
継
続
・
発
展
を
通

じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
強
力
に
後

押
し
。
併
せ
て
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
・
成
長
の
底
上
げ
を
促
進
す
る
中

小
企
業
投
資
促
進
税
制
、
少
額
減
価
償

却
資
産
特
例
の
延
長
や
中
小
企
業
技
術

基
盤
強
化
税
制
の
拡
充
等
が
実
現
。

内
容
は
次
の
と
お
り
。

中
小
企
業
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
拡
充

⑴�

中
小
企
業
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
拡
充

　

事
業
承
継
の
際
の
障
害
の
一
つ
で
あ

る
相
続
税
負
担
の
問
題
を
抜
本
的
に
解

決
す
る
た
め
、
非
上
場
株
式
等
に
係
る

相
続
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
現
行

の
10
％
減
額
か
ら
80
％
納
税
猶
予
に
大

幅
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
対
象
を
中

小
企
業
全
般
に
拡
大
す
る
。
な
お
、
本

制
度
は
、
平
成
21
年
度
改
正
で
創
設
し
、

事
業
継
続
円
滑
化
法
（
仮
称
）
の
施
行

の
日
（
平
成
20
年
10
月
予
定
）
以
降
の

相
続
に
遡
っ
て
適
用
す
る
。

⑵
非
上
場
株
式
に
お
け
る
営
業
権
の
評

価
の
改
正

　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
お
け
る
非
上

場
株
式
の
適
正
な
評
価
に
資
す
る
た
め
、

非
上
場
株
式
を
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り

評
価
す
る
場
合
に
計
上
さ
れ
る
営
業
権
の

評
価
に
つ
い
て
見
直
す
。（
当
該
利
率
は

２
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
る
予
定
）

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
・
成
長
の
底

上
げ

⑴
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長
、

情
報
基
盤
強
化
税
制
の
延
長
・
拡
充
（
法

人
税
、
所
得
税
、
法
人
住
民
税
、
法
人

事
業
税
）

　

中
小
企
業
を
始
め
と
し
た
戦
略
的
な

Ｉ
Ｔ
投
資
の
加
速
等
を
図
り
、
日
本
経

済
の
生
産
性
向
上
・
成
長
の
底
上
げ
を

牽
引
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
中
小
企
業
向
け
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
高
度
な

Ｉ
Ｔ
利
活
用
を
実
現
す
る
た
め
の
連
携

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
追
加
等
を
行
っ
た
上
で

情
報
基
盤
強
化
税
制
を
延
長
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
を
２

年
間
延
長
す
る
。

⑵
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例
の
延
長

（
法
人
税
、
所
得
税
）

　

小
規
模
企
業
を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
等

の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
投
資
の
促

進
に
効
果
を
有
し
、
中
小
企
業
の
事
務

負
担
の
軽
減
に
資
す
る
少
額
減
価
償
却

資
産
特
例
（
30
万
円
未
満
の
小
額
資
産

の
即
時
全
額
損
金
参
入
）
の
適
用
期
限

を
２
年
間
延
長
す
る
。

⑶
研
究
開
発
促
進
税
制
・
中
小
企
業
技

術
基
盤
強
化
税
制
の
拡
充
（
法
人
税
・

所
得
税
・
法
人
住
民
税
）

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
よ
る
成

長
力
・
競
争
力
強
化
の
た
め
、
頑
張
る

企
業
（
①
研
究
開
発
費
を
増
加
さ
せ
る

企
業
や
②
研
究
開
発
比
率
の
高
い
企
業
）

に
対
す
る
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強

化
す
る
。（
試
験
研
究
費
に
対
す
る
税
額

控
除
上
限
を
20
％
か
ら
30
％
に
引
き
上

げ
る
。）

⑷
人
材
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
（
法
人

税
、
所
得
税
、
法
人
住
民
税
）

　

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
・
成
長
・

底
上
げ
の
た
め
に
は
、
人
材
投
資
の
加

速
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

厳
し
い
経
営
状
況
の
た
め
、
人
材
投

資
を
継
続
的
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
な
中
小
企
業
に
つ
い
て
、
教
育
訓
練

費
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
、
適
用
事
業
年

度
の
教
育
訓
練
費
の
総
額
か
ら
税
額
控

除
す
る
簡
素
な
制
度
（「
総
額
型
」）
に

拡
充
す
る
。

⑸
創
業
５
年
以
内
の
中
小
企
業
に
対
す

る
欠
損
金
の
繰
戻
還
付
措
置
の
延
長（
法

人
税
）

　

事
業
基
盤
が
脆
弱
な
創
業
間
も
な
い

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
つ
い
て
、
欠

損
金
の
繰
戻
還
付
措
置
の
適
用
期
限
を

２
年
間
延
長
す
る
。

⑹
交
際
費
の
損
金
算
入
の
特
例
の
延
長

（
法
人
税
）

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
円
滑
化
す

る
た
め
、
交
際
費
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
損
金
算

入
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
２
年
間

延
長
す
る
。

⑺
企
業
再
生
税
制
の
特
例
措
置
を
受
け

る
私
的
整
理
の
要
件
の
緩
和
（
法
人
税
）

　

事
業
再
生
の
小
規
模
化
に
も
対
応
し
、

未
だ
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
地
域
の
中

小
企
業
の
再
生
を
よ
り
一
層
促
進
す
る

た
め
、
信
用
保
証
協
会
が
求
償
権
放
棄

を
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
企
業
再
生

税
制
の
特
例
措
置
を
認
め
る
。

⑻
農
商
工
連
携
等
を
促
進
す
る
税
制
措

置
の
創
設
（
法
人
税
、
所
得
税
）

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、「
中
小

農
商
工
連
携
促
進
法
（
仮
称
）」
に
基
づ

き
、
農
林
水
産
業
と
中
小
企
業
と
が
連

携
し
て
行
う
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
技
術
な

ど
の
経
営
資
源
を
活
用
し
た
、「
農
商
工

等
連
携
事
業
活
動
（
仮
称
）」
を
促
進
す

る
た
め
、
当
該
連
携
事
業
活
動
の
立
ち

上
げ
・
拡
大
に
向
け
必
要
と
な
る
設
備

投
資
を
支
援
す
る
税
制
措
置
を
創
設
す

る
。（
7
％
の
税
額
控
除
又
は
30
％
の
特

別
償
却
）

⑼
減
価
償
却
制
度
：
法
定
耐
用
年
数
区

分
及
び
短
縮
特
例
制
度
の
見
直
し
（
法

人
税
、
所
得
税
、
法
人
住
民
税
、
法
人

事
業
税
、
固
定
資
産
税
）

　

減
価
償
却
制
度
に
つ
い
て
、
国
際
競

争
力
強
化
の
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
①

法
定
耐
用
年
数
区
分
の
大
括
り
化
・
耐

用
年
数
見
直
し
、
②
短
縮
特
例
制
度
の

手
続
き
簡
素
化
を
行
う
。

平
成
20
年
度
中
小
企
業
関
係

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
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平
成
20
年
度
予
算
政
府
案
が
こ
の

ほ
ど
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
は
83
兆
６
１
３
億
円
で
、

こ
の
う
ち
公
共
事
業
や
社
会
保
障
な
ど

に
充
て
る
一
般
歳
出
は
47
兆
２
８
４
５

億
円
と
な
っ
て
い
る
。同
予
算
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、⑴
「
基
本
方
針
２
０
０
６
」

に
沿
っ
た
歳
出
改
革
の
徹
底
、
⑵
予
算

配
分
の
重
点
化
、
⑶
予
算
配
分
の
効
率

化
、
の
３
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
対
策
費
は
、
政
府
全
体
で

１
７
６
０
億
円
、
こ
の
う
ち
経
済
産
業

省
所
管
分
は
１
３
０
４
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
同
省
で
は
、
中
小
・
小
規
模

企
業
の
生
産
性
の
向
上
・
潜
在
力
の
発

揮
を
図
り
、
将
来
の
持
続
的
成
長
と
地

域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
⑴
付

加
価
値
の
創
造
、
⑵
経
営
力
の
向
上
、

⑶
事
業
環
境
の
整
備
、
の
３
つ
の
観
点

か
ら
、
予
算
、
法
律
、
税
制
、
財
政
投

融
資
等
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動

員
し
、
総
合
的
・
集
中
的
に
中
小
企
業

対
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

　

以
下
は
政
府
予
算
案
の
概
要
。

　

我
が
国
経
済
は
、
全
体
と
し
て
緩
や

か
に
息
の
長
い
景
気
回
復
を
続
け
て

い
る
が
、
企
業
規
模
や
地
域
に
よ
る
ば

ら
つ
き
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
地
域
中
小

企
業
に
よ
る
「
付
加
価
値
の
創
造
」、

そ
れ
を
支
え
る
「
経
営
力
の
向
上
」、

努
力
や
能
力
に
応
じ
て
企
業
が
利
益

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
公
正
か
つ
効

率
的
・
合
理
的
な
「
事
業
環
境
の
整
備
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
総
合
的
・
集
中
的

に
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
中

小
・
小
規
模
企
業
の
生
産
性
向
上
・
潜

在
力
の
発
揮
を
図
り
、
将
来
の
成
長
と

地
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
以
下
の
考
え
方
を
基
本

に
、
予
算
、
法
律
、
税
制
、
財
政
投
融

資
等
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動
員

し
て
、
中
小
企
業
対
策
を
展
開
す
る
。

■
付
加
価
値
の
創
造

①
「
農
商
工
連
携
」
の
促
進
②
「
中
小

企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

推
進
③
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
能
力

の
向
上
④
研
究
開
発
・
創
業
等
の
支
援

■
経
営
力
の
向
上

①
頑
張
る
小
規
模
企
業
応
援
プ
ラ
ン

の
推
進
②
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の

円
滑
化
③
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
商
店

街
の
活
性
化

■
事
業
環
境
の
整
備

①
資
金
調
達
の
円
滑
化
②
下
請
適
正

取
引
等
の
推
進
③
地
域
中
小
企
業
の

再
生
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
予
算
案
（
経
済
産
業
省
）

　

20
年
度
予
算
案
１
３
０
４
億
円

■
中
小
企
業
対
策
費
（
政
府
全
体
）

　

20
年
度
予
算
案
１
７
６
０
億
円

■
19
年
度
補
正
予
算
２
７
５
７
億
円

＊
内
訳
は
①
原
油
高
対
策
２
３
７
億

円
②
災
害
対
策
１
９
４
億
円
③
中
小

企
業
金
融
・
信
用
補
完
２
３
２
６
億
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
付
加
価
値
の
創
造

①
「
農
商
工
連
携
」
の
促
進

　

地
域
に
根
ざ
し
た
農
林
水
産
業
と

商
工
業
が
連
携
す
る
「
農
商
工
連
携
」

を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
産
品
の
輸
出

促
進
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓

や
農
業
生
産
の
効
率
化
、
人
材
確
保
・

育
成
等
へ
の
支
援
を
、
省
庁
横
断
的
か

つ
集
中
的
に
推
進
す
る
。

②
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
推
進

　
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
推
進
し
、地
域
に
お
け
る
新
商
品
、

新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
支
援
す
る
。
各

地
域
の
「
強
み
」
で
あ
る
地
域
資
源
（
産

地
の
技
術
、
農
林
水
産
品
、
観
光
資
源
）

を
活
用
し
、
５
年
間
で
１
０
０
０
件
の

新
事
業
創
出
を
目
指
す
。

③
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
能
力
の

向
上

　

若
手
人
材
の
量
的
不
足
等
の
一
方
、

団
塊
の
世
代
は
大
量
に
定
年
を
迎
え

る
。
大
企
業
、
都
市
部
に
偏
在
し
た
団

塊
世
代
の
有
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
企
業
等
を
退
職

し
た
人
材
が
、
地
域
・
中
小
企
業
で
新

現
役
と
し
て
再
活
躍
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
（「
新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」）。

　

ま
た
、
高
専
を
活
用
し
た
現
場
人
材

の
育
成
、
工
業
高
校
等
で
の
実
践
教
育

の
支
援
を
強
化
す
る
。

④
研
究
開
発
・
創
業
等
の
支
援

　

中
小
企
業
技
術
革
新
制
度
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ

Ｒ
制
度
）
に
段
階
的
競
争
選
抜
方
式
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
革
新
的
で
リ
ス

ク
の
高
い
研
究
開
発
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、昨
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た「
中

小
も
の
づ
く
り
高
度
化
法
」
等
に
基
づ

き
、
中
小
企
業
と
川
下
産
業
の
連
携
に

よ
る
研
究
開
発
等
を
支
援
す
る
。

　

さ
ら
に
、
販
路
開
拓
の
全
国
展
開
の

 　

平
成
20
年
度

  　
　

中
小
企
業
対
策
関
連
政
府
予
算
案
の
概
要

　

Ⅰ
．
基
本
的
考
え
方

　

Ⅱ
．
予
算
案
等

　

Ⅲ
．
重
点
項
目
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促
進
な
ど
、
創
業
に
係
る
経
営
を
支
援

し
、
地
域
に
お
け
る
小
規
模
事
業
者
等

の
挑
戦
を
支
援
す
る
。

▼
農
商
工
連
携
予
算
１
０
２
・
６
億
円

▼
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
１
１
６
・
７
億
円
▼
新
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
２
１
・
２
億
円
▼
中

小
企
業
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業

７
・
６
億
円
▼
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
段
階
的
競
争

選
抜
技
術
革
新
支
援
事
業
５
億
円
▼

戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業

８
８
億
円
▼
成
功
報
酬
型
販
路
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
創
出
支
援
事
業
２
億
円

■
経
営
力
の
向
上

①
頑
張
る
小
規
模
企
業
応
援
プ
ラ
ン

の
推
進

　

小
規
模
事
業
者
等
が
基
礎
的
な
経

営
力
強
化
を
図
り
、
将
来
の
発
展
・
成

長
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
挑
戦
を
応

援
す
べ
く
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
た
会

計
・
財
務
等
の
経
営
力
の
向
上
を
支
援

す
る
。
ま
た
、
企
業
の
財
務
等
の
情
報

を
蓄
積
し
、
マ
ル
経
融
資
等
の
迅
速
か

つ
円
滑
な
資
金
供
給
や
、
き
め
細
か
な

経
営
サ
ポ
ー
ト
に
活
用
す
る
た
め
の

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
に
、
小
規
模
事
業
者
の

前
向
き
な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
先
進
的
な
拠
点
を

整
備
す
る
。
小
規
模
事
業
者
等
の
抱
え

る
固
有
の
諸
課
題
を
把
握
し
、
団
塊
世

代
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
人
材
等
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
人
材
の
派
遣
や
経
営
支

援
を
行
う
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
ヒ
ト
・
情
報
・
カ
ネ
の
政
策

資
源
を
集
中
的
に
投
入
す
る
。

②
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
円
滑
化

　

事
業
の
将
来
性
、
後
継
者
不
足
、
相

続
人
間
の
遺
産
分
割
や
遺
留
分
、
相
続

税
の
問
題
な
ど
、
日
本
経
済
を
支
え
る

べ
き
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
は

様
々
な
問
題
が
あ
る
。

　

事
業
の
継
続
・
発
展
を
通
じ
た
雇
用

確
保
や
地
域
経
済
の
活
力
維
持
を
図

る
べ
く
、
法
的
措
置
を
含
め
た
事
業
承

継
円
滑
化
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援

策
を
講
ず
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
商
店
街
の
活

性
化

　

コ
ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
強
化
や
就
業
機
会
の
創

出
な
ど
、
そ
の
集
積
性
・
立
地
環
境
を

活
か
し
た
様
々
な
社
会
機
能
が
集
積

す
る
場
と
し
て
商
店
街
の
活
性
化
を

推
進
す
る
。

▼
小
規
模
企
業
経
営
支
援
情
報
・
金
融

連
携
事
業
４
・
３
億
円
▼
中
小
企
業
経

営
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
事

業
２
３
億
円
▼
Ｉ
Ｔ
経
営
実
践
促
進

事
業
１
１
・
３
億
円
▼
経
営
力
向
上
・

事
業
承
継
等
先
進
的
支
援
体
制
構
築

事
業
５
１
・
６
億
円
▼
中
小
企
業
事
業

承
継
円
滑
化
支
援
事
業
５
・
１
億
円
▼

事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
支

援
２
０
億
円
▼
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・

商
店
街
の
活
性
化
１
０
２
・
８
億
円

■
事
業
環
境
の
整
備

①
資
金
調
達
の
円
滑
化

　

金
融
情
勢
は
全
般
的
に
は
緩
和
し

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
二
極
分
化
が
広
が

り
、
小
規
模
企
業
を
中
心
と
し
て
、
資

金
調
達
難
に
直
面
す
る
中
小
企
業
は

多
い
。

　

担
保
・
自
己
資
本
が
不
足
し
が
ち
な

小
規
模
企
業
等
へ
の
資
金
供
給
機
能

の
強
化
、
運
転
資
金
不
足
を
克
服
す
る

た
め
の
売
掛
債
権
の
早
期
現
金
化
支

援
等
、
従
来
手
薄
だ
っ
た
企
業
の
資
金

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
講
ず
る
。

　

ま
た
、
急
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
保
証
枠
を
予
め
確
保
す
る

予
約
保
証
の
導
入
、
ワ
ラ
ン
ト
付
保
証

の
導
入
等
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
金
融
に

よ
る
創
業
・
新
分
野
挑
戦
資
金
の
調
達

支
援
等
、
小
規
模
・
中
小
企
業
の
生
産

性
向
上
に
資
す
る
制
度
整
備
を
行
う
。

②
下
請
適
正
取
引
等
の
推
進

　

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
の
観
点

か
ら
、
下
請
取
引
に
関
す
る
「
駆
け
込

み
寺
」
機
能
を
持
つ
下
請
適
正
取
引
推

進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
全
国
規
模
で

整
備
し
、
下
請
取
引
に
係
る
各
種
相
談

へ
の
対
応
や
、
裁
判
外
紛
争
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
下
請
適
正
取
引
等
の
推

進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
普
及
啓
発
等
に
よ

り
、下
請
適
正
取
引
等
の
推
進
を
図
る
。

③
地
域
中
小
企
業
の
再
生
支
援

　

こ
れ
ま
で
約
２
０
０
０
件
の
再
生

計
画
策
定
を
支
援
し
て
い
る
各
地
域

の
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
の
機

能
を
拡
充
強
化
し
、
地
域
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
再
生
に
即

応
し
、
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
小
規
模
企
業
の
円
滑
な
再
生

を
図
る
た
め
、
信
用
保
証
協
会
の
一
層

の
活
用
を
図
る
。

▼
売
掛
債
権
の
早
期
現
金
化
支
援

２
０
・
２
億
円
▼
中
小
企
業
金
融
公
庫

融
資
部
門
補
給
金
１
２
２
・
４
億
円
▼

日
本
政
策
金
融
公
庫
危
機
対
応
円
滑
化

関
連
５
・
３
億
円
▼
信
用
保
証
協
会
基

金
等
補
助
５
４
・
０
億
円
▼
中
小
企
業

取
引
適
正
化
事
業
委
託
費
６
億
円
▼

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

４
５
・
３
億
円
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１.提出・届出
　組合には、「中小企業等協同組合法」等によって、所管
行政庁へ届出を要する事項が定められています。事業協同
組合の場合の決算関係書類の提出、役員変更届の手続を次
に示します。
⑴決算関係書類の届出　
　決算関係書類は、毎事業年度ごとに、通常総会終了後２
週間以内に所管行政庁へ提出しなければなりません。（法
第105条の2）
　また、３ヵ年間連続して提出を怠りますと解散命令の対
象組合となりますので、ご留意下さい。
書類等は以下のとおりです。
　①中小企業等協同組合決算関係書類提出書
　　（右の書式参照）
　②事業報告書
　③財産目録
　④貸借対照表
　⑤損益計算書
　⑥��剰余金処分又は損失の処理方法を記載した書面
　⑦事業計画書
　⑧収支予算書
　⑨通常総会又は通常総代会の議事録又はその謄本
⑵役員変更届
　役員の氏名、役職に変更があった場合に、その都度所管
行政庁へ変更の日から２週間以内に届ける必要がありま
す。（法第35条の2）
書類等は以下のとおりです。
　①中小企業等協同組合役員変更届書（右の書式参照）
　②�変更した事項を記載した書面（役員名簿新旧対照表）
　③変更の年月日
　④変更の理由
　⑤通常総会又は通常総代会の議事録又はその謄本
　⑥理事会の議事録又はその謄本
⑶登記
　次の登記すべき事項は、登記の後でなければ、これを
もって第三者に対抗することができません。
①代表理事の変更等の変更登記
　変更後2週間以内。ただし、出資の総口数及び払込済出
資総額の変更の登記は、事業年度終了後4週間以内でよい。
②定款変更を伴う変更登記
　名称、事務所所在地、事業、地区、出資一口の金額、出
資払込の方法、公告の方法。
　認可書到達後2週間以内。

平成20年○月○日

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　組合住所

　　　　　　　　　　　　　組合名

　　　　　　　　　　　　　代表理事氏名　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　（電話）

中小企業等同組合決算関係書類提出書

　中小企業等協同組合法第105条の2第1項の規定により別紙

の中小企業等協同組合の決算関係書類を提出します。

（添付書類）

（１）事業報告書

（２）財産目録

（３）貸借対照表

（４）損益計算書

（５）剰余金の処分又は損失の処理方法を記載した書面

（６）�前各号の書類を提出した通常総会又は通常総代会の議

事録又はその謄本

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　組合の住所及び名称

　　　　　　　　　組合を代表する理事の氏名　㊞

中小企業等協同組合役員変更届書

　中小企業等協同組合法第35条の2の規定により中小企業等

協同組合の役員の変更を別紙の変更した事項を記載した書

面その他の必要書類を添えて届け出ます。
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組合年度末事務手続
― 改正組合法施行後の通常総会に係る事務手続き等 ―

　昨年４月１日に改正組合法が施行され、中央会では４回の講習会を開催し法律等の改正点についてご説明させて
いただきました。しかし、具体的な事務手続きについては不明な点もあると思いますので、以下に年度末からの組
合事務手続きについてご案内致します。

通常総会の手続きフロー図（3月決算、5月29日開催例）
3/31　決算手続き

　　　　○決算関係書類、事業報告書の作成              

4/8 　「決算関係書類」「事業報告書」を監事に提出

                 

5/7　 監事の監査報告

　　　　○監事の受領日より4週間を経過した日（ただし、４週間以内に監事が通知することは可能）

　　　　○監査権限を会計に関するものに限定した組合は「事業報告書」の監査権限がないことを明示。

5/7 　理事会招集通知の発出

　　　　○理事(監事に業務監査権限を付与している組合は理事及び監事)全員の同意があれば招集手続きの省略可

　　　　○1週間を下回る期間を定款で定めた場合はその期間

　　　　○業務監査権限を付与している組合は、各理事に対しても発出しなければならない。

5/14　理事会の開催

　　　　○通常総会の開催及び議案の議決

　　　　○監事の監査を受けた「決算関係書類」「事業報告書」の承認

5/15 　「決算関係書類」「事業報告書」の備置き

　　　　○通常総会の日の2週間前の日から５年間備え置くことが必要

5/18　総会招集通知の発出・「決算関係書類」「事業報告書」「監査報告」の提供

　　　　�○議案のほか、会議の日時、場所等会議の目的たる事項を示すとともに、理事会の承認を受けた「決算関

係書類」「事業報告書」「監査報告」を添付する。

　　　　○10日前までに到達するよう発出

　　　　○組合員全員の同意があれば招集手続きの省略可

　　　　○10日を下回る期間を定款で定めた場合はその期間

5/29　通常総会の開催

　　　　○決算関係書類、事業報告書の承認

　　　　○その他

5/29　理事会の開催

　　　　○役付理事の選出　　

＊�通常総会で定款変更を検討中の会員組合様におかれましては、申請手続きがスムーズに行えるよう事前に中央会
にご相談下さいますようお願い致します。（中央会指導相談室）
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組
合
Ｑ
＆
Ａ

　

社
団
法
人
会
員
で
あ
る
こ
と
を

　

組
合
員
資
格
要
件
と
す
る
こ
と

　

に
つ
い
て

準
に
あ
る
非
会
員
企
業
の
加
入
を
制
限

す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
企
業
規
模

等
に
よ
る
区
別
は
、
組
合
の
趣
旨
か
ら
、

特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
適

当
で
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑶
ま
た
、
社
団
法
人
会
員
で
あ
る
こ
と

を
も
っ
て
、
協
調
性
・
事
業
近
代
化
へ

の
積
極
性
等
を
判
断
す
る
材
料
と
す
る

意
図
も
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
抽
象

的
な
事
項
を
組
合
員
資
格
と
し
て
定
款

に
規
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

⑷
組
合
が
他
の
団
体
の
意
向
等
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
組
合
の
独
立
性
・
自
主

性
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
加
入
脱
退
、
事
業
実
施
等
が
他

の
団
体
の
意
向
に
左
右
さ
れ
、
組
織
、

事
業
運
営
両
面
が
不
安
定
と
な
り
、
意

思
決
定
等
に
お
け
る
自
主
性
が
損
な
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
２
＝
本
組
合
は
チ
ケ
ッ
ト
発
行
事
業

を
主
と
す
る
組
合
で
あ
る
が
、こ
の
た
び
、

従
来
組
合
員
の
福
利
厚
生
、
チ
ケ
ッ
ト

会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
還
元
と
し

て
行
っ
て
い
た
旅
行
を
本
格
的
に
行
う

こ
と
と
し
、
旅
行
あ
っ
せ
ん
業
の
登
録

を
受
け
、
組
合
員
及
び
チ
ケ
ッ
ト
会
員

に
対
す
る
旅
行
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う

こ
と
と
し
た
。こ
の
場
合
に
事
業
に
つ
い

て
の
定
款
変
更
が
必
要
か
。ま
た
、チ
ケ
ッ

ト
会
員
に
対
す
る
旅
行
あ
っ
せ
ん
は
員

外
利
用
に
該
当
す
る
か
ご
照
会
す
る
。

［
Ａ
］ 

１

　

貴
組
合
の
行
お
う
と
す
る
旅
行
あ
っ

せ
ん
事
業
は
、①
組
合
員
で
あ
る
商
店
の

行
う
顧
客
招
待
旅
行
の
共
同
化
、②
組

合
員
で
あ
る
商
店
の
行
う
従
業
員
に
対

す
る
慰
安
旅
行
等
の
共
同
化
、③
組
合

員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
旅
行
あ
っ
せ

ん
、④
チ
ケ
ッ
ト
発
行
事
業
の
チ
ケ
ッ
ト

会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
旅

行
あ
っ
せ
ん
等
の
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

　

２

　
一
方
、
貴
組
合
の
定
款
に
お
い
て
、
上

記
１
に
お
け
る
①
～
④
の
事
業
に
関
連

の
あ
る
規
定
と
し
て
は
、「
組
合
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
事
業
」
及
び
「
チ
ケ
ッ

ト
発
行
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事

業
」の
み
で
あ
り
、①
、②
に
該
当
す
る
規

定
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ご
照
会
の
旅
行
あ
っ

せ
ん
事
業
が
１
の
①
②
の
内
容
を
も
つ

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
①
②
に
該
当

す
る
定
款
規
定
が
必
要
で
あ
り
、
定
款

変
更
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

３

　

チ
ケ
ッ
ト
会
員
に
対
す
る
旅
行
あ
っ

せ
ん
に
つ
い
て
は
、
前
記
１
の
①
～
③

の
事
業
か
ら
み
た
場
合
は
員
外
利
用
に

該
当
す
る
が
、
④
の
「
チ
ケ
ッ
ト
会
員

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
観
点
か

ら
は
員
外
利
用
に
該
当
し
な
い
も
の
と

考
え
る
。

　

な
お
、こ
の
場
合
は
、当
該
事
業
は
旅

行
あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
チ
ケ
ッ
ト
発
行
事
業
の
な
か
に
包
含

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
申
し
添
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
３
＝
組
合
の
自
己
資
本
充
実
を
図
る

た
め
、
今
後
５
年
間
配
当
金
を
出
資
金

に
振
り
当
て
る
べ
く
積
み
立
て
る
こ
と

を
総
会
に
お
い
て
議
決
し
た
。
こ
の
議

決
は
、
以
後
に
お
い
て
も
効
力
を
有
し
、

本
件
に
つ
い
て
は
以
後
の
各
年
度
に
は

総
会
の
議
決
を
要
せ
ず
、
以
後
５
年
間

の
配
当
金
は
自
動
的
に
組
合
の
積
立
金

と
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
か
。

［
Ａ
］ 

ご
照
会
の
総
会
の
議
決
は
今
後
一

定
期
間
の
組
合
の
方
針
あ
る
い
は
計
画

を
議
決
し
た
程
度
に
と
ど
ま
る
と
思
わ

れ
、そ
の
範
囲
に
お
い
て
全
組
合
員
を
拘

束
す
る
も
の
と
考
え
る
。し
か
し
、実
際

の
出
資
金
充
当
の
た
め
の
積
立
て
に
当

た
っ
て
は
各
組
合
員
は
必
ず
し
も
こ
れ

に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ
１
＝
（
財
）
不
動
産
流
通
近
代
化
セ

ン
タ
ー
の
発
足
に
よ
り
、
全
国
的
に
不

動
産
業
者
の
組
織
化
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、現
在
当
○
○
県
に
お
い
て
も
、（
社
）

○
○
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会 
○
○

支
部
で
、
○
○
地
区
不
動
産
（
協
）
の

設
立
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
定
款
の
組
合
員
資
格
に
「
社

団
法
人
○
○
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

の
会
員
で
あ
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
こ

と
は
差
し
支
え
な
い
か
。

［
Ａ
］ 

社
団
法
人
と
の
協
調
の
内
容
、
組

合
の
設
立
趣
旨
・
事
業
内
容
等
が
判
然

と
し
な
い
の
で
判
断
し
か
ね
る
点
は
あ

る
が
、
一
般
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
理

由
か
ら
ご
照
会
の
事
項
は
適
当
で
な
い

も
の
と
考
え
る
。

⑴
組
合
員
の
加
入
資
格
は
、
経
済
的
条

件
に
限
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、

経
済
的
に
ど
の
よ
う
な
必
要
性
が
あ
る

か
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

⑵
こ
の
場
合
、
社
団
法
人
会
員
で
あ
る

こ
と
を
も
っ
て
、
企
業
規
模
等
の
一
定

水
準
に
あ
る
者
を
確
保
す
る
と
い
う
趣

旨
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
同
水

　

組
合
が
行
う
旅
行
あ
っ
せ
ん

　

事
業
に
つ
い
て

　

総
会
に
お
け
る
増
資
議
決
の

　

効
力
に
つ
い
て
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す
な
わ
ち
、
組
合
員
の
責
任
は
、
そ

の
出
資
額
を
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
り

（
中
協
法
第
10
条
第
５
項
）、
増
資
の
引

受
け
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
総
会
の
議

決
を
も
っ
て
し
て
も
組
合
員
を
強
制
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
以
後
の
処
置
と
し
て

は
、各
年
度
に
組
合
員
の
承
諾
を
得
る
必

要
は
な
い
が
、当
初
に
お
い
て
各
組
合
員

別
に
承
諾
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
４
＝
７
月
20
日
、
組
合
員
が
死
亡
し
、

８
月
13
日
、
相
続
人
の
１
人
が
他
の
相

続
人
の
同
意
書
を
添
え
て
、
組
合
へ
相

続
に
よ
る
加
入
申
込
書
を
提
出
し
た
。

　

一
方
、
砂
利
採
取
法
に
よ
る
砂
利
採

取
業
承
継
届
書
に
つ
い
て
は
、
８
月
20

日
頃
県
の
担
当
係
に
相
談
し
、
９
月
２

日
、県
へ
届
書
を
提
出
、９
月
29
日
付
で

県
よ
り
受
理
通
知
書
が
発
送
さ
れ
た
。

　

同
組
合
理
事
長
は
、
相
続
に
よ
る
加

入
申
込
み
は
、
中
協
法
第
16
条
第
１
項

中
、
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が

定
款
で
定
め
る
期
間
（
定
款
で
は
30
日

以
内
）
に
申
出
を
し
た
と
き
は
組
合
員

に
な
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
本
件
の
場
合
、
同
組
合
と
し
て
は
、

そ
の
相
続
人
は
県
に
対
し
て
砂
利
採
取

業
承
継
届
書
を
提
出
し
て
お
ら
ず
、
か

つ
、
知
事
か
ら
の
同
届
出
書
の
受
理
通

知
書
も
受
け
て
い
な
い
の
で
、
組
合
員

た
る
資
格
を
有
す
る
者
に
該
当
し
な
い

と
し
て
、
相
続
に
よ
る
加
入
申
込
を
認

め
て
い
な
い
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
同
組
合
の
理

事
会
で
加
入
を
認
め
な
い
旨
議
決
が
な

さ
れ
た
。

［
Ａ
］ 

１　

　

中
協
法
第
16
条
は
、
特
に
死
亡
し
た

組
合
員
の
相
続
人
が
組
合
員
と
し
て
の

地
位
を
獲
得
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の
手

続
き
に
関
す
る
例
外
措
置
を
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
相
続
の
場
合
に
は
、
組

合
の
承
諾
、
出
資
の
払
込
み
と
い
っ
た

通
常
の
加
入
の
手
続
を
踏
む
こ
と
な

く
、
相
続
人
の
一
人
で
、
組
合
員
た
る

資
格
を
有
す
る
者
が
、
定
款
記
載
の
期

間
内
に
、
組
合
に
加
入
の
申
出
を
す
る

だ
け
で
組
合
員
と
な
れ
る
も
の
と
し

て
、
加
入
の
特
例
を
認
め
て
い
る
。

　

２　

　

 

「
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
」

と
は
、
第
14
条
に
お
け
る
よ
う
に
、
組

合
定
款
の
組
合
員
資
格
規
定
に
該
当
す

る
事
業
者
を
い
う
が
、
第
16
条
の
相
続

加
入
の
場
合
は
、
加
入
の
特
例
を
認
め

た
同
条
の
主
旨
か
ら
、「
死
亡
し
た
組

合
員
の
事
業
を
継
承
し
た
相
続
人
」
に

つ
い
て
、
広
く
「
組
合
員
た
る
資
格
を

有
す
る
者
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

３　

　

思
う
に
、
加
入
の
申
出
の
際
に
業
法

上
の
事
業
者
と
し
て
の
地
位
を
承
継
す

る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、
近
い
将
来
そ
の
地
位
を

承
継
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、

そ
の
地
位
の
承
継
さ
え
行
わ
れ
る
な
ら

ば
事
業
を
実
施
で
き
る
状
態
に
あ
る
と

い
う
よ
う
な
場
合
が
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
相
続
人
を
「
組
合
員
た
る
資
格
を

有
す
る
者
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

４　

　

ま
た
、「
加
入
の
申
出
」
と
は
、
死

亡
し
た
組
合
員
の
事
業
を
承
継
し
た
相

続
人
が
、
そ
の
組
合
員
の
属
し
た
組
合

の
組
合
員
と
な
る
こ
と
を
欲
し
、
組
合

員
た
る
べ
き
こ
と
の
意
思
表
示
を
行
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
申
出
の
方
法
は
、

組
合
員
た
る
べ
き
こ
と
を
欲
す
る
意
図

が
わ
か
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
有
効

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

５　

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
死
亡
し
た
組
合

員
の
事
業
を
継
承
し
た
相
続
人
は
、
届

出
時
ま
で
に
業
法
上
の
事
業
者
と
し
て

の
地
位
を
承
継
し
て
い
な
く
て
も
、
組

合
員
た
る
こ
と
を
欲
す
る
何
ら
か
の
意

思
表
示
を
定
款
記
載
の
期
間
内
に
組
合

に
対
し
て
行
っ
て
い
れ
ば
、
第
16
条
の

相
続
加
入
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も

の
と
思
料
す
る
。

　

６　

　

な
お
、
一
般
に
事
業
者
が
組
合
に
加

入
し
な
け
れ
ば
採
取
数
量
の
割
当
が
得

ら
れ
ず
、
事
実
上
そ
の
営
業
活
動
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、

組
合
が
正
当
な
理
由
な
く
加
入
を
拒
否

す
る
こ
と
は
、
独
禁
法
上
も
問
題
と
な

る
の
で
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
５
＝
理
事
は
参
事
を
兼
職
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

［
Ａ
］ 

監
事
は
使
用
人
と
兼
ね
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
中
協

法
第
37
条
）、
理
事
に
つ
い
て
は
別
段

の
定
め
が
な
い
の
で
兼
務
は
差
し
支
え

な
い
。
た
だ
し
、
実
際
問
題
と
し
て
は

理
事
が
参
事
を
兼
ね
る
必
要
性
は
乏
し

く
、
そ
の
理
事
を
代
表
理
事
と
す
る
か
、

専
務
理
事
又
は
常
務
理
事
と
す
れ
ば
足

り
る
と
考
え
る
。

　

相
続
加
入
申
出
時
に
業
法
上
の

　

事
業
者
と
し
て
の
地
位
を
承
継

　

す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
相

　

続
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

理
事
の
参
事
兼
職
に
つ
い
て
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〈
人
材
育
成　

い
ろ
い
ろ 

経
済
学 

〉

で
き
る
経
営
者
の
「
社
員
の
質
を
高
め
る
人
材
育
成
」

　

筆
者
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
職

業
柄
、
数
多
く
の
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
き
ま
し
た
が
、
成
長
す
る
企
業
と
赤

字
の
企
業
で
は
、
経
営
者
の
資
質
に
大

き
な
開
き
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
で
き
る
経
営
者
」
と
は
ど

ん
な
人
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
で
き
る
経
営
者
の
要
件
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
経
営
理
念
を
持
ち
、

将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
描
け
る
こ

と
で
す
。

　

経
営
者
は
理
念
に
基
づ
き
、
自
ら
会

社
の
あ
る
べ
き
姿〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉を
描
き
、

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
方

針
を
自
ら
の
意
志
と
責
任
で
考
察
し
、

そ
れ
を
経
営
計
画
に
明
確
化
す
る
こ
と

が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
二
・
八
の
法
則
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
が
唱
え
た
も
の

で
、「
パ
レ
ー
ド
の
法
則
」
と
も
呼
ば
れ

最
近
で
は
「
二
・
六
・
二
の
法
則
」
と
し

て
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
材

一
〇
〇
人
を
、
二
〇
人
の
優
秀
グ
ル
ー

プ
、
六
〇
人
の
標
準
グ
ル
ー
プ
、
二
〇

人
の
不
良
グ
ル
ー
プ
に
分
散
し
て
考
え

る
わ
け
で
す
。

　

大
学
卒
業
生
の
新
規
採
用
を
想
定
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
上
位
二
割
に
入
る
優

秀
な
学
生
は
大
企
業
を
目
指
す
こ
と
が

多
く
、
あ
え
て
中
小
企
業
を
選
ぶ
学
生

は
少
数
派
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
標
準
的
な

能
力
、
い
や
そ
れ
以
下
の
能
力
の
人
材

で
あ
っ
て
も
、
会
社
の
戦
力
と
し
て
立

派
に
育
て
上
げ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

　

●
「
足
し
算
」
の
人
間
観
を
も
つ

　

人
材
育
成
の
た
め
に
は
あ
る
が
ま
ま

の
人
間
を
ま
ず
そ
の
ま
ま
認
め
て
、
そ

の
人
の
「
個
性
」
を
見
つ
け
出
そ
う
と

努
力
す
る
こ
と
で
す
。
未
熟
で
バ
ラ
ン

ス
に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
は
あ
っ
て
も

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
人
材
に
高
い
評

価
を
与
え
る
と
い
う
「
足
し
算
の
人
間

観
」
で
評
価
す
る
こ
と
で
、
ヤ
ル
気
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
往
々
に
し
て
や
る
気
は
失
敗

に
比
例
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
人
材

が
う
ま
く
育
た
な
く
て
困
っ
て
い
る
」

と
嘆
く
前
に
、
失
敗
し
て
も
良
い
か
ら

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
風

づ
く
り
を
目
指
し
て
下
さ
い
。「
失
敗
か

ら
学
ぶ
」
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。

　

●
「
対
話
」
を
大
切
に
す
る

　

答
え
が
用
意
さ
れ
て
い
る
話
し
合
い

は
、「
説
得
」
で
あ
っ
て
「
対
話
」
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
対
話
と
は
非
常
に
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、

そ
こ
で
何
か
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
く

創
造
的
な
場
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
思
う

な
ら
、
ま
ず
「
一
緒
に
困
ろ
う
」「
一
緒

に
考
え
よ
う
」
と
す
る
姿
勢
が
大
切
な

の
で
す
。

　

●
社
員
に
誇
り
を
も
た
せ
る

　

会
社
に
負
け
犬
根
性
が
染
み
つ
き
毎

日
惰
性
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
社
員

が
多
い
場
合
、
ど
う
対
処
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
社
員
に

誇
り
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、「
小
さ
な
こ
と
で
も
構
わ
な
い

か
ら
、
一
番
に
な
る
」
こ
と
で
す
。
東

京
に
あ
る〈
武
蔵
野
〉と
い
う
会
社
で
は
、

「
業
界
で
一
番
整
理
整
頓
の
行
き
届
い
た

会
社
に
な
る
」
と
い
う
目
標
を
定
め
、

社
員
に
掃
除
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
、

社
員
に
誇
り
を
持
た
せ
る
こ
と
に
成
功

　視　　点■　　　　

で
き
る
経
営
者
の
条
件

優
秀
社
員
の
採
用
が
難
し
い
中
小
企
業

で
き
る
経
営
者
の
人
材
育
成

経営理念の確立

ビジョン

現状分析

基本方針

戦　略

戦術・実践

社長自らの信念、信条を言葉にする

理念に基づき、達成される
会社の将来像

外部環境、内部環境を把握し、
自らの強み、弱みを分析する。

明確な目標を設定する

利益を最大にコストを最小に
するための事業計画をつくる

計画を達成させるための実践を行う。
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　視　　点
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

●
公
明
正
大
な
評
価
基
準
を
つ
く
る

　

社
員
に
と
っ
て
、
一
番
気
に
な
る
の

は
給
与
と
評
価
で
す
。
給
料
が
不
当
に

低
い
と
感
じ
た
と
き
、
あ
る
い
は
自
分

が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

た
と
き
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

大
き
く
下
が
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は

評
価
基
準
を
明
確
に
公
表
し
、
納
得
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、業
績
評
価（
成

果
主
義
を
取
り
入
れ
、
前
年
対
比
ど
れ

だ
け
業
績
を
伸
ば
し
た
か
）
と
方
針
共

有
評
価
（
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
解
、
各

種
勉
強
会
へ
の
出
席
、
会
社
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
）
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に
中

小
企
業
に
お
い
て
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
仕
事
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
、
一
体
感
の
重
視
と
い
う
こ
と
で
、

方
針
共
有
評
価
基
準
の
工
夫
が
経
営
者

の
腕
の
見
せ
所
と
い
え
ま
す
。

　

●
勉
強
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
る

　

厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
く
に
は
、
自

分
た
ち
の
所
属
す
る
業
界
の
知
識
ば
か

り
で
な
く
、
実
際
に
機
械
を
動
か
す
と

い
っ
た
技
術
の
習
得
も
欠
か
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
社
員
を
鍛
え
る
、

つ
ま
り
社
員
教
育
を
ど
う
す
る
か
が
問

わ
れ
ま
す
。
前
向
き
に
自
ら
仕
事
を
開

拓
し
て
い
く
、
そ
ん
な
人
材
を
育
て
る

た
め
に
も
、
自
社
の
勉
強
会
や
外
部
の

講
習
会
へ
の
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
で

す
。
平
日
の
始
業
前
に
行
う
早
朝
勉
強

会
へ
の
参
加
は
不
評
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
参
加
状
況
を
社
員
の
評
価
に
反
映
す

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
よ
り
解
決
で

き
ま
す
。
こ
の
勉
強
会
の
参
加
を
「
強

制
す
る
」
こ
と
と
共
に
推
進
し
た
い
こ

と
は
「
量
を
追
う
」
こ
と
で
す
。
量
が

積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
良
い
意

味
の
質
的
な
変
化
は
必
ず
起
こ
る
も
の

で
す
。

　

●
「
ま
か
せ
る
」
そ
し
て
「
ほ
め
る
」

　

人
が
育
た
な
い
中
小
企
業
の
多
く
は
、

社
員
が
失
敗
し
な
い
よ
う
に
と
、
経
営

者
が
す
べ
て
に
口
出
し
す
る
か
ら
、
社

員
が
育
た
な
い
の
で
す
。
簡
単
な
仕
事

か
ら
少
し
ず
つ
任
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
一
人
で
仕
事
を
順
調
に
成
し

遂
げ
た
と
き
は
、
ま
ず
「
ほ
め
る
」
こ

と
で
す
。
ほ
め
る
こ
と
は
、
人
を
元
気

に
さ
せ
ま
す
。
ヤ
ル
気
に
さ
せ
ま
す
。

目
標
を
達
成
し
た
と
き
、
問
題
点
を
発

見
し
た
と
き
、
進
ん
で
協
力
し
た
と
き

に
は
、す
す
ん
で
「
ほ
め
る
」
こ
と
で
す
。

　

●�

「
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
喰
い
に

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
定
例
化
す
る

　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
メ
ー
ル
で
情
勢
伝
達
が
頻
繁
に
行
わ

れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

の
口
調
や
表
情
、
身
振
り
手
振
り
と
い
っ

た
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
、
伝
え
ら

れ
な
い
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
で
は
、
お
も
い
が

け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

　

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
効
果
的
な
取
り
組
み
は
、
社
員
と
の

「
飲
み
会
で
あ
り
食
事
会
」
で
す
。
大
切

な
こ
と
は
二
ヶ
月
に
一
回
と
か
日
を
定

め
全
社
員
に
公
開
す
る
こ
と
で
す
。
経

営
者
た
る
社
長
は
、
こ
の
会
で
全
員
に

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と
、
ま

た
社
員
か
ら
は
「
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
（
人

数
に
よ
り
一
分
間
）」
及
び
「
何
で
も
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
す
。
何
で
も

よ
い
か
ら
社
員
か
ら
質
問
さ
せ
、
社
長

が
答
え
る
。
社
員
に
喋
ら
せ
る
こ
と
、

社
長
と
し
て
そ
れ
に
耳
を
か
た
む
け
る

こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

社
内
の
人
材
に
関
し
て
は
、「
人
財
」

「
人
在
」「
人
罪
」
と
い
う
言
い
方
を
よ

く
し
ま
す
。
人
財
は
「
優
良
社
員
」。「
人

在
」
は
「
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
遂
行
で

き
る
社
員
」、「
人
罪
」
は
「
ダ
メ
社
員
」

の
こ
と
で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
パ
レ
ー
ド

の
法
則
に
当
て
は
め
れ
ば
、
こ
の
割
合

は
「
二
・
六
・
二
」
と
い
う
答
え
が
多
い

よ
う
で
す
。「
人
罪
」を「
人
在
」に
変
え
、

「
人
在
」
を
「
人
財
」
に
育
て
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

人
材
育
成
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ま

ず
一
番
目
は
、
経
営
者
が
企
業
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
で
す
。
次
に
、
目
標
を

与
え
る
こ
と
、
三
番
目
に
、
権
限
を
委

譲
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

社
員
自
身
が
何
事
も
「
徹
底
し
て
」
や

り
ぬ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。「
社
員
全
員

が
心
を
一
つ
に
す
る
」
こ
と
で
、
企
業

の
発
展
と
い
う
成
果
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

大
塚
愼
二
）

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
社
員
の
質
を
高
め
よ
う

社員の質を高める３つのステップ
■権限の委譲とは、放っておくことではありません。
目標を共有して初めて権限委譲が可能となります。
「まかせ」それをやり遂げることで社員は力がつきま
す。失敗した場合でも再チャレンジの機会を与えて
ください。

■与える目標は押し付けるのではなく、社員が納得
するものでなくてはなりません。社員が出来そうも
ないと言えば、それに対して一緒に考え常にバック
アップ体制を考えること。
 ・目標達成には、日ごろの勉強の成果を活かす
 ・公正な人事評価の基準をつくる

■経営理念を基本に3年後、5年後に自社をどのよ
うにしたいかを喋り、それを経営計画書として紙に
落とし込むことが大切です。そしてこれらの方針を
周知徹底して下さい。
【具体案】 
 ・対話
 ・飲みにケーション
 ・全社員参加の朝礼実施

ＳＴＥＰ３
権限を委譲すること

ＳＴＥＰ2
目標を与えること

ＳＴＥＰ1
企業の方向性を示すこと
・経営理念
・経営ビジョン
・経営計画
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ご　案　内■
千葉県最低賃金・産業別最低賃金改正決定について

千葉労働局　

「守ろう！確かめよう！この最低賃金」
　千葉県内のすべての事業場で働く労働者（パート、アルバイトを含む）に適用される千葉県最低賃金及
び下記産業の事業場で働く労働者に適用される産業別最低賃金７業種が下記のとおりとなります。
　この最低賃金額には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、賞与、時間外手当、深夜手当等は含まれません。

最低賃金一覧表（平成19年度改正）

注⑴は、味そ製造業を除く。
　⑵�は、事務用・サービス用・民生用機械器具製造業、その他の機械・同部分品製造業、建設機械・鉱山機械製造業
のうち建設用ショベルトラック製造業及び縫製機械製造業のうち毛糸手編機械製造業を除く。

　⑶は、電球、電気照明器具製造業及び電気計測器製造業を除く。
　⑷�は、衣・食・住にわたる各種商品を小売りする事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるか
判別できない事業所。

最低賃金の内容についてのお問い合わせは、千葉労働局労働基準部賃金室（℡043-221-2328）
又は最寄の労働基準監督署にお尋ねください。

千葉労働局ホームページ　http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp/
24時間テレホンサービス　043-221-4700

最低賃金件名 改正最低賃金額 発効日 改正前最低賃金額 引上げ額

千葉県最低賃金 706円 平成19年10月19日 687円 19円

産

業

別

最

低

賃

金

調味料製造業⑴ 785円 平成19年12月25日 775円 10円

鉄鋼業 819円 平成19年12月25日 806円 13円

一般機械器具製造業⑵ 805円 平成19年12月25日 794円 11円

電気機械器具、情報通信機械
器具、電子部品・デバイス製
造業⑶

803円 平成19年12月25日 791円 12円

精密機械器具製造業 788円 平成19年12月25日 776円 12円

各種商品小売業⑷ 767円 平成19年12月25日 756円 11円

自動車（新車）小売業 799円 平成19年12月25日 786円 13円



 2008.2

■

13

　連携リーダー
【
組
合
の
概
要
】

　

千
葉
市
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
は
、
千
葉
市
の
清
掃
行
政
と
環
境
保

全
問
題
の
変
化
に
伴
い
事
業
所
系
一
般
廃

棄
物
処
理
業
界
が
こ
れ
ら
の
状
況
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
平
成
８
年
4
月
組
合
を

設
立
し
た
。
名
称
は
千
葉
市
一
般
廃
棄
物

処
理
業
協
同
組
合
で
あ
っ
た
が
、
業
務
と

し
て
は
資
源
化
物
か
ら
産
業
廃
棄
物
ま
で

扱
っ
て
お
り
、一
般
市
民
へ
の
認
知
度
ア
ッ

プ
の
た
め
昨
年
12
月
に
名
称
を
変
更
し

た
。

【
理
事
長
会
社
概
要
】

　

飯
田
環
境
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
は
、
飯

田
俊
夫
理
事
長
の
お
父
様
で
あ
る
故
飯
田

昇
治
氏
が
昭
和
30
年
に
創
業
し
た
会
社
で

あ
る
。
現
在
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
、
一

般
廃
棄
物
処
理
業
、
塵
芥
清
掃
業
、
再
生

資
源
卸
売
業
、
建
物
清
掃
業
等
を
行
っ
て

い
る
。

　

先
代
の
昇
治
氏
は
、
神
奈
川
県
厚
木
市

の
農
家
の
生
ま
れ
で
８
人
兄
弟
の
長
男
で

あ
っ
た
が
、
利
益
効
率
の
悪
い
農
業
に
魅

力
を
感
じ
ず
実
家
を
次
男
に
譲
り
、
裸
一

貫
新
天
地
千
葉
で
全
く
新
規
事
業
と
し
て

廃
品
回
収
業
を
始
め
た
。
当
時
は
資
源
物

の
価
格
も
高
く
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
働

い
た
と
か
。
業
績
も
順
調
に
伸
ば
し
、
昭

和
47
年
に
は
個
人
企
業
か
ら
有
限
会
社
飯

田
と
な
り
、
古
物
商
許
可
に
加
え
、
一
般

廃
棄
物
処
理
業
許
可
も
取
得
し
、
資
源
物

ば
か
り
で
は
な
く
一
般
廃
棄
物
の
処
理
も

取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
自
己
の
会
社

会
社
へ
組
織
変
更
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業

の
許
可
も
平
成
８
年
の
収
集
運
搬
に
加

え
、
平
成
19
年
に
中
間
処
理
を
取
得
し
廃

棄
物
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。　

　

ま
た
、
平
成
18
年
3
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
を
取
得
し
、
常
に

将
来
に
備
え
る
な
ど
堅
実
な
会
社
経
営
を

行
っ
て
い
る
。

【
飯
田
理
事
長
の
横
顔
】

　

飯
田
理
事
長
は
、
当
組
合
以
外
に
千
葉

市
再
資
源
化
事
業
協
同
組
合
副
理
事
長
、

千
葉
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
関
東
資
源
回
収
組
合
連
合

会
理
事
、
日
本
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
の
要
職
に
あ
る
。
ま
た
、
過

去
に
中
央
会
で
は
青
年
中
央
会
代
表
幹

事
を
歴
任
さ
れ
た
。
司
会
者
や
議
長
、
主

催
者
挨
拶
の
上
手
さ
に
は
定
評
が
あ
り
、

創
業
者
か
ら
2
代
目
に
事
業
を
引
き
継

ぐ
難
し
さ
は
よ
く
耳
に
す
る
が
、
飯
田
環

境
ク
リ
ー
ン
㈱
で
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
が
継

承
で
き
た
の
は
、
後
継
者
で
あ
る
飯
田
理

事
長
の
経
営
者
と
し
て
の
資
質
の
高
さ
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

飯
田
理
事
長
に
趣
味
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
時
計
の
蒐

集
と
売
買
と
の
こ
と
。
つ
い
先
日
も
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
入
手
し
た
ロ
レ
ッ

ク
ス
を
倍
以
上
の
価
格
で
売
却
し
た
と

か
。
所
有
し
て
、
身
に
つ
け
て
楽
し
み
、

売
却
し
て
も
楽
し
め
て
収
入
に
も
な
る
。

一
粒
で
二
度
な
ら
ぬ
三
度
美
味
し
く
楽
し

ん
で
し
ま
う
あ
た
り
は
流
石
で
あ
る
。

千葉市廃棄物リサイクル事業協同組合　　飯田俊夫理事長

事
長
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
現
場
専
業
か

ら
突
然
の
配
置
転
換
。
当
時
は
戸
惑
う
こ

と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
先
代
か

ら
受
け
継
い
だ
相
続
財
産
は
金
銭
的
な
も

の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
も
の
の
考
え

方
だ
っ
た
り
、
人
脈
だ
っ
た
り
と
ソ
フ
ト

な
経
営
資
源
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
飯
田

理
事
長
は
振
り
返
る
。
ご
本
人
は
謙
遜
さ

れ
る
が
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
財
産
で

あ
る
自
社
の
事
業
を
承
継
し
、
さ
ら
に
盛

上
げ
て
い
く
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は

な
い
。
平
成
12
年
に
有
限
会
社
か
ら
株
式

環
境
変
化
に
対
応
し

常
に
先
を
見
越
し
た
堅
実
経
営

の
業
績
を
伸
ば
す
一
方
、
業
界

団
体
で
あ
る
千
葉
県
再
生
資

源
商
業
協
同
組
合
や
日
本
再

生
資
源
事
業
協
同
組
合
連
合

会
の
運
営
に
長
年
携
わ
り
、
再

生
資
源
業
界
の
改
善
発
達
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
先
代
も
平
成

４
年
に
癌
で
急
逝
、
そ
の
た
め

若
干
36
歳
で
会
社
経
営
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
飯
田
理

千葉市廃棄物リサイクル事業協同組合
所 在 地　千葉市中央区登戸１-24- ２
代 表 者　飯田　俊夫
組合員数　31名　出資金　620万円
職 員 数　4名

◎
い
い
だ
・
と
し
お　

昭
和
50
年
3
月
県
立
四
街
道
高
校

卒
業
、
㈲
飯
田
入
社
。
平
成
４
年
代
表
取
締
役
。
平
成
12

年
社
名
変
更
、
平
成
15
年
千
葉
市
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
協
同
組
合
理
事
長
。
50
歳
。
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■
パ
ン
製
造
業	
【
県
内
全
域
】

　

原
材
料
及
び
燃
料
費
の
値
上

げ
が
高
値
で
推
移
し
て
お
り
、

売
上
は
変
化
が
な
い
が
、
収
益

に
つ
い
て
は
悪
化
し
て
い
る
。

■
漬
物
製
造
業	

【
県
内
全
域
】

　

ガ
ソ
リ
ン
が
高
く
な
っ
た
以

外
に
、
容
器
ま
で
高
く
な
っ
て

い
る
。

■
味
噌
製
造
業	

【
県
内
全
域
】

　

暮
れ
に
き
て
全
国
の
味
噌

メ
ー
カ
ー
の
価
格
改
定
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
当
組
合
も
各
事

業
所
の
判
断
で
個
々
に
値
上
げ

の
時
期
等
検
討
中
。

■
シ
ャ
ツ
製
造
業

【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　

想
像
以
上
に
悪
い
。
冬
物
衣

料
の
生
産
が
早
く
終
わ
っ
た

が
、
春
物
の
出
足
が
遅
い
。

■
印
刷	

【
千
葉
市
】

　

12
月
に
入
っ
て
も
仕
事
量
は

増
え
ず
、
１
～
２
月
に
は
資
金

繰
り
に
も
影
響
が
出
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

■
生
コ
ン
製
造	

【
県
内
全
域
】

　

構
造
的
に
需
要
減
少
が
大
き

く
、
想
像
以
上
に
悪
い
。

■
電
気
鍍
金	

【
県
内
全
域
】

　

売
上
高
は
増
加
し
て
い
る

が
、
原
油
高
に
よ
る
資
材
の
値

上
が
り
の
た
め
収
益
は
悪
化
し

て
い
る
。

■
鉄
工	

【
千
葉
市
】

　

景
況
は
原
材
料
高
に
よ
る
収

益
圧
迫
要
因
が
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
悪
化
傾
向
に

あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造
業	【
野
田
市
】

　

原
油
価
格
高
騰
の
運
搬
経
費

等
の
転
嫁
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
益
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

■
採
石
業	

【
県
内
全
域
】

　

採
石
・
砂
利
需
要
状
況
衰
退
。

羽
田
埋
立
て
採
石
投
入
時
期
不

透
明
。
価
格
交
渉
未
定
。

■
土
砂
採
取
業	

【
県
内
全
域
】

　

燃
料
の
高
騰
に
よ
り
砂
利
搬

入
企
業
に
悪
影
響
が
出
て
い

る
。

■
石
油
製
品
製
造
業

【
富
津
市
・
他
】

　

組
合
員
数
も
若
干
で
は
あ
る

が
増
加
し
た
。

■
食
肉
卸
売
業	

【
県
内
全
域
】

　

石
油
高
は
経
営
を
圧
迫
し
始

め
た
。

■
建
築
材
料
卸
売	【
県
内
全
域
】

　

需
要
は
大
幅
に
減
少
。
当
面

こ
の
状
態
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。

需
要
減
・
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
に
収
益
悪
化
。
中

小
ゼ
ネ
コ
ン
及
び
関
連
会
社
の

与
信
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

■
自
動
車
解
体
業	【
県
内
全
域
】

　

10
月
以
降
若
干
だ
れ
気
味

だ
っ
た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況

は
、
年
末
に
な
っ
て
反
発
し
た

が
、
原
料
の
入
庫
が
少
な
け
れ

ば
業
績
は
よ
く
な
ら
な
い
。

■
小
売	

【
柏
市
】

　

賞
与
の
時
期
と
な
っ
た
が
、

大
き
な
ピ
ー
ク
も
な
く
推
移
し

た
。
日
祝
祭
日
の
来
街
者
が

減
っ
て
い
る
。

■
小
売	

【
東
金
市
】

　

寒
く
な
り
、
冬
物
に
動
き
が

あ
っ
た
。

　

ギ
フ
ト
関
連
は
こ
こ
数
年

来
、客
単
価
が
下
が
っ
て
い
る
。

年
末
の
お
正
月
商
品
は
競
合
の

増
加
で
苦
戦
し
た
。

■
小
売	

【
野
田
市
】	

　

年
中
無
休
の
大
型
店
が
増
え

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス	【
銚
子
市
】

悪
い
ま
ま
ず
っ
と
推
移
し
て
い

る
。

■
建
設
揚
重	

【
県
内
全
域
】

　

稼
働
率
低
下
、
燃
料
費
高
騰

と
コ
ス
ト
上
昇
の
要
素
の
み
。

■
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業	【
千
葉
市
】

　

人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理
業【千

葉
市
】

　

12
月
は
当
業
界
に
お
い
て
繁

忙
期
で
あ
る
た
め
、
景
況
は
好

転
し
た
。

■
貨
物
運
送	

【
野
田
市
】

　

仕
事
量
は
多
く
な
っ
た
が
、

軽
油
の
値
上
り
と
乗
務
員
不
足

に
よ
り
、思
う
様
に
な
ら
な
い
。

タ
ク
シ
ー
料
金
は
値
上
げ
し
た

も
の
の
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
依

然
荷
主
本
位
の
料
金
の
た
め
、

思
う
様
に
軽
油
高
に
対
応
出
来

て
い
な
い
。
乗
務
員
不
足
に
つ

い
て
は
、
今
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
は
安
い
、
長
時
間
、
き

つ
い
仕
事
の
代
名
詞
と
な
り
、

募
集
す
る
も
の
の
な
か
な
か
集

ま
ら
な
い
。

た
影
響
で
、
正
月
用
食
品
の
売

上
が
伸
び
な
い
。

　

い
つ
で
も
買
え
る
と
い
う
安

心
感
な
の
か
、
各
家
庭
で
買
い

控
え
現
象
が
あ
る
よ
う
だ
。

■
小
売	

【
大
網
白
里
町
】

　

年
末
・
年
始
の
商
況
は
年
を

追
う
毎
に
下
降
気
味
。

■
電
気
機
器
小
売	【
県
内
全
域
】

　

薄
型
Ｔ
Ｖ
の
大
幅
値
下
げ
が

続
き
、
先
行
き
の
不
安
感
は
強

い
。
ま
た
、
買
い
控
え
の
傾
向

が
あ
る
他
に
、
小
型
中
心
に

な
っ
て
い
る
。

■
青
果
小
売

　

12
月
に
な
っ
て
、
大
手
の

ス
ー
パ
ー
の
広
告
が
激
し
く
、

小
型
店
が
大
き
く
影
響
を
受
け

て
い
る
。

■
中
古
車
仕
入
・
販
売

【
県
内
全
域
】

　

直
販
、年
末
商
戦
も
低
調（
軽

自
動
車
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
も

失
速
）
事
態
の
深
刻
ぶ
り
が
長

期
化
（
慎
重
あ
る
い
は
警
戒
的

な
動
き
）輸
出
も
変
調
で
あ
る
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備

【
県
内
全
域
】

　

組
合
員
の
減
少
化
が
続
い
て

い
る
。

景　　況■
情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
12
月
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本
会
で
は
、
商
工
中
金
が
今
年
10
月

1
日
に
株
式
会
社
に
転
換
さ
れ
る
に
当

た
り
、
中
小
企
業
組
合
及
び
そ
の
構
成

員
を
は
じ
め
と
し
た
中
小
企
業
の
皆
様

を
対
象
に
、
商
工
中
金
の
株
式
会
社
化

の
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

説
明
会
後
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も

開
設
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

・
開
催
日　

2
月
19
日
（
火
） 

・
日
程

①
受  

付　

  

午
後
1
時
～

②
説
明
会　

 

1
時
30
分
～
3
時

③
個
別
相
談 

3
時
～
4
時　

・
場
所　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

　
　
　
　

2
階
ロ
イ
ヤ
ル
Ⅱ

・
参
加
費　

無
料

・
定
員　

１
５
０
名

＊�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

＊�

定
員
に
達
す
る
な
ど
説
明
会
に
参
加

で
き
な
い
場
合
は
、
個
別
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
の

で
、開
設
時
間
内
に
お
越
し
下
さ
い
。

＊
問
合
せ
は
、
本
会
指
導
相
談
室
ま
で

　

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

　

建
築
確
認
、
建
築
着
工
の
減
少
等
に

よ
る
影
響
を
受
け
る
建
築
関
連
の
中
小

企
業
者
の
方
に
対
す
る
金
融
上
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

貸
付
制
度
と
②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
制
度
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度
は
、

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
に
よ
る
運

転
資
金
の
融
資
制
度
で
す
。

・ 

建
築
確
認
、
建
築
着
工
の
減
少
等

に
よ
る
影
響
を
受
け
る
幅
広
い
業
種
が

対
象
で
す
。

・ 

一
般
貸
付
及
び
普
通
貸
付
と
比
べ
、

融
資
限
度
額
や
元
金
返
済
据
置
期
間
に

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

・ 

担
保
条
件
の
特
例
制
度
が
利
用
可

能
で
す
。

② 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
は
、

各
都
道
府
県
等
の
信
用
保
証
協
会
が
債

務
保
証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
民
間
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
や
す
く
す
る

制
度
で
す
。

・ 

一
般
保
証
と
比
べ
、
保
証
限
度
額

が
別
枠
に
な
る
と
と
も
に
、
割
安
な
保

証
料
で
の
保
証
が
可
能
で
す
。

・ 

指
定
業
種
に
属
し
、
最
近
３
ヵ
月

間
の
売
上
高
等
が
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ

ス
５
％
以
上
の
事
業
者
が
対
象
と
な

り
、
対
象
事
業
者
は
指
定
期
間
内
に
市

町
村
長
に
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度
に
つ

い
て

中
小
企
業
金
融
公
庫

 

東
京
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
３
・
３
２
７
０
・
１
２
６
０ 

国
民
生
活
金
融
公
庫

 

東
京
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
３
・
３
２
７
０
・
４
６
４
９ 

商
工
組
合
中
央
金
庫

 

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
３
・
３
２
４
６
・
９
３
６
６

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
に
つ

い
て

（
社
）
全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会 

　

℡
０
３
・
３
２
７
１
・
７
２
０
１

　

組
合
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
成

立
の
日
か
ら
一
年
以
上
事
業
を
開
始
し

な
い
と
き
、
或
い
は
一
年
以
上
事
業
を

停
止
し
て
い
る
場
合
、
行
政
庁
は
業
務

改
善
命
令
を
経
な
い
で
、
直
ち
に
解
散

命
令
が
出
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
具
体
的
判
断
は
一
般
に
「
三

期
連
続
し
て
決
算
関
係
書
類
の
提
出
が

な
い
」
場
合
に
そ
の
手
続
き
に
入
り
ま

す
。
今
年
は
3
年
に
一
度
の
休
眠
組
合

整
理
の
年
な
の
で
決
算
関
係
書
類
は
必

ず
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
解
雇
や
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
セ
ク

ハ
ラ
や
い
じ
め
な
ど
、
労
使
間
の
ト
ラ

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

★
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー（
い
ず
れ
も

祝
日
を
除
く
月
～
金
９
時
か
ら
17
時
）

・
千
葉
労
働
局
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

℡
０
４
３
・
２
２
１
・
２
３
０
３

・�

千
葉
駅
前
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
・
２
５
０
・
６
５
０

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極

的
な
取
組
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
）
及
び
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
の
た
め
の
取
組
」に
つ
い
て
、

他
の
模
範
と
な
る
取
組
を
推
進
し
て
い

る
企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
度
の
各
賞
候
補
を
公
募
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。応
募
期
間
は

建
築
関
連
中
小
企
業
に
対
す
る

金
融
上
の
支
援
に
つ
い
て

労
働
者
、
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
、
解
決
へ
の

お
手
伝
い

平
成
20
年
1
月
1
日
～
3
月
31
日
で
す
。

・
均
等
推
進
企
業
部
門

・�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業

部
門

・
厚
生
労
働
大
臣
最
優
良
賞

問
合
せ
先
・
応
募
先

　

千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

担
当　

石
山
、
土
谷

　

〒
２
６
０
・
８
６
１
２

　

千
葉
市
中
央
区
中
央
４
─
11
─
1

　

千
葉
第
二
地
方
合
同
庁
舎

　

℡
０
４
３
・
２
２
１
・
２
３
０
７　

　

中
央
会
で
は
、
事
業
協
同
組
合
、
企

業
組
合
等
の
組
合
に
加
え
、
有
限
責
任

事
業
組
合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
の
設
立
相
談
も

受
け
付
て
お
り
ま
す
。
連
携
組
織
の
一

つ
と
し
て
組
合
組
織
か
Ｌ
Ｌ
Ｐ
組
織
か

を
選
択
す
る
際
に
お
迷
い
の
と
き
は
ど

う
ぞ
ご
相
談
下
さ
い
。

＊
問
合
せ
は
、
本
会
指
導
相
談
室
ま
で

　

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

  

訂  

正

　

先
月
号
10
ペ
ー
ジ
「
謹
賀
新
年
」
の

記
載
内
容
（
千
葉
県
醤
油
工
業
㈿
代
表

理
事
）
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）
太
田
昭
吉

（
誤
）
大
田
昭
吉

休
眠
組
合
の
解
散
整
理

商
工
中
金
の
転
換
に
係
る
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
均
等
・
両
立
推
進
企
業

表
彰
に
つ
い
て

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
設
立
相
談
受
け
付
け
て
ま
す




